






































このひとも、 きっと不幸な人なのだ ⇒ このひと、 きっ と不幸な人なのだ
（辿用修飾） ⇔ （辿用修飾）
もらろん、「も」はそれ自体独立した意味を持っているため、「も」がある文とない文と























取り立て助岡 「も」の存在が、 上記のような特徴をもっているのに比ぺて、 文副詞と
しての「も」は次のような特徴をもっていると言える。
親切にもしばしば、 情報を送ってくれた ⇒ 親切にしばしば、 付1報を送ってくれた
（文副開） ⇒ （巡用修飾）





点である。 また、 文副詞としての「も」は、 次のように、
(6)その後、 親切にもしばしば、i消報を送ってくれた。（主節）太
(7)母は珍しく、 女言業で話している、 と思ったら、Pl]もなく、「そう？ 本当に、 ホテ
ルまで迎えに来てくれるの？ 悪いね」ということになった。（埋め込み節）太







I;とんどが主節か接続節、 あるいは中止節に現われ、 述体節には非常に現れにくいといill 
う制約がある。
このような相述点から、 取り立て助詞「も」と文副岡としての「ーも」とは同次元に









ll)であろうか。 それは、 これまで検討してきた mの副洞と同様に、「も」が本来、「珍し
く」に付加されたものではないためであると思われる。 つまり両者は、 別々の副詞では
ないだろうか。 もし、 別々の副詞とすれば、 かならず文における使い分けがあるだろう
と思われる。 そこで、 以下では、 文副詞としての「一¢」と「ーも」の使い分けがある
か否かを実例を通して検討していくことにする。







































































と考えられる。 類似形式と酋われるものにおいては、 基本的に、 ある種の文脈では互い
に入れ替えても文意に目立った迩いがないように見えるが、 ある種の文脈では入れ替え












(23)名古歴駅へ滸くと、 ちょうど、 美淡太田までの瑶lliがあった。 一応、 各駅停車なのだ
が、 岐阜までは快辿ということになっている。とりあえず乗り込んでから、 ゆっくり
と汽車の時刻表を1眺めると、 太田で一時間ほど待てば、 高山までの快速屯車があるこ
とがわかった。幸いにも、 まだ朝飯を食ぺていないので、 一時間のとマつぶしに、 食
事は太田でとることにした。太
この例については、 面白いことに、 日本人に入れ替えができるかどうか、 入れ替えられ
た場合、 どう途うか、 という質問をしたら、 その質rAlに対して互いに入れ替えられるし、
ほとんど差はないが、「幸いにも」の方が、 文意が弛閥されるという答えが得られた。
確かに、「幸い」と「幸いにも」とでは、 その文だけを切り取って考えた場合、 次の
m ． 幸い、 まだ朝飯を食ぺていないので、 一時間のヒマつぶしに、 食事は太田でとる
ことにした。




にも」方が使われているようである。 これは、 先の「幸いにも」が現象文のように、 話
し手が客観的な立場から述べる場合には使われ難いという事実と関述して考えれば、 こ
の問題は箭単に解決できるように思われる。 つまり、 この文脈から「まだ朝御飯を食べ
- 78 - (16) 
てない」の は話し手であり、話し手は「まだ朝御飯を食べてない」自分の ことに対して
「一時間 の ヒマつぶしに、食事は太田でとることにした」という自分の決心・意図を示






























とJ主語とf凋和させることはできないのである。そしてこ の事実は、「らしい ・ だろ




























太郎は、 わからなくなかったので、 ちょっと男を上げることができたけれど、 千頭さ
んとつき合っていても、 前のように胸がときめくということはなかった。太
のように、「わがこと」系の「幸いにも」が「私」ではない主梧と岡和する例がある。
これはおそらく、 話し手が「幸いにも」を使うことによって、 ある事柄や事実を、 自分
自身のこととして、捉えているのではなかろうか。このように考えることによって、 わ
がことを特殊なものとして取り上げずに、「ひとごと」と同じ次元のものとして考える
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